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鹿児島県の脳卒中死亡率は全国と比較して高く、僻地と離島を対象としたドクターヘリの適切な

運用に、遠隔医療の活用が期待されている。本研究では鹿児島県内の脳卒中の予後予測デー

タを収集し、そのデータを遠隔医療システムを用いて複数の医療機関で共有することにより、脳

卒中医療の質向上に寄与できるかを検討することを目的としている。 

 

Ａ．研究目的 

脳卒中の予後予測データを収集し、それを遠

隔医療システムを用いて、複数の医療機関で

共有することにより、脳卒中医療の質向上に寄

与できるかを検討する。 

 

Ｂ．研究方法 

１．全国的に見て医療資源が少ない地域であ

る離島を抱える鹿児島県内での遠隔医療シス

テムを構築する。本システムの拠点は、九州大

学遠隔医療開発センターとする。 

２．鹿児島県内での脳卒中患者の治療内容や

治療後の患者の QOL を収集し、解析を行う。 

 

Ｃ．研究結果 

現在上記１．２ともにシステムを構築している段

階であり、今後結果を収集する予定である。 

 

Ｄ．考察 

脳卒中治療後の患者の QOL を収集をできる

だけ早めに収集する必要がある。 

 

Ｅ．結論 

次年度にデータを収集する予定である。 

 

Ｆ．研究発表 

１．論文発表 

なし 

２．学会発表 

なし 

 

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定も含む） 

１，特許取得 

なし 

２．実用新案登録 

なし 

３．その他 

  

 


